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福島第一原子力発電所の廃炉加速に資するために開発を進めている高線量率下の測定に特化した CeBr3 シン

チレーション検出器(CeBr3 検出器)を利用し、JAEA プルトニウム燃料技術開発センターが有する核燃料物質

試料のガンマ線スペクトル測定を実施した。さらに、HPGe 検出器による測定も実施し、結果を比較した。 
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核燃料物質同定 

1. 緒言 

福島第一原子力発電所の原子炉格納容器から取り出される燃料デブリ等の物質について、将来的な取り出し

規模の拡大時、スループットを向上させるための簡易的な非破壊測定手法の開発を進めている。その一環と

して、高線量率測定に特化した微小（5 mm × 5 mm × 5 mm）な CeBr3 検出器を開発した[1]。本発表では、CeBr3

検出器の核燃料物質測定への適応性評価に向けた試験について報告する。 

２. 実験 

MOX（Pu 504 g, U 524 g, ウラン濃縮度 1.4%）粉末を SUS 缶

（直径 11 cm、厚さ 0.05 cm）に収納した試料を、1 mm 厚の

Cd 板を挟んで CeBr3 検出器でガンマ線（X 線）スペクトル測

定を実施した。さらに、距離を離して低エネルギー測定用

HPGe（直径 25.2 mm、高さ 15 mm）で測定した。 

３. 結果 

CeBr3 検出器では、HPGe で検出したすべてのピークを識

別できなかったが、放出率の高い離散的なピークに

ついては識別ができている(図１)。1 MeV 以上では、

208Tl 崩壊由来の 2614 keV ならびにそのダブルエス

ケープピーク（1593 keV）は確認できた。さらに、800 

keV 以下では（図 2）、241Am 崩壊の 722 keV、662 keV、

208 keV(237U 崩壊も含む)、60 keV のピーク、また

239Pu 崩壊の 414 keV、233Pa 崩壊由来の 313 keV が識

別できた。一方で、U、Np の特性Ｘ線（100 keV 付

近）は個別に識別できず、１つのピークとして検出

された。 

４. まとめ 

高線量率測定に特化した CeBr3 検出器について、MOX 燃料に特異的なエネルギーピークを識別することがで

き、核燃料物質同定への応用が期待される。一方で、精度向上に向けて、エネルギー分解能向上ならびにス

ペクトル解析手法の開発が求められる。 
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図 1. MOX 燃料の測定スペクトル 

図 2. 低エネルギー成分 
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